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建築模型の制作を通したデザインの実践・探究・蓄積0A プログラムの概要

「建築模型の制作を通したデザインの実践・探究・蓄積」にかかわる教育活動を
東京大学で実施してきた。プログラムは３つのステップからなる。
第一に教養学部前期課程（１・２年生）の授業「空間デザイン実習」における
「アイディアをカタチにする」体験としての模型制作、第二に同授業の履修者有
志らによる自主的な活動「模型制作ゼミ」における世界の有名建築の調査と模型
制作、第三に模型制作ゼミで作られた「建築模型コレクション」の東京大学総合
研究博物館における収集保存と展示公開である。
「授業」は後期課程に進学する前の文系/理系の学生を対象とした初期的なデザイ
ンの実践教育であり、「ゼミ」は建築の深い理解へとつながるデザインの探究教
育であり、「展示」は学生が制作した建築模型コレクションによる教育成果の蓄
積と共有である。
2006年度から2022年度に至るまでに、「空間デザイン実習」は345名の履修者
があり、「模型制作ゼミ」は72名の参加者があり、建築模型コレクションの作品
数は166点に及ぶ。コレクションは博物館本郷本館における2回の特別展示およ
び小石川分館における常設展示を通して無料で一般公開されてきた。
本教育プログラムの特徴は、「模型」という表現手段により、学生が自らそれを
作ることで建築の学びを多面的に深めることにある。建築模型によるデザインの
実践・探究・蓄積は、大学における学校教育として始まり、大学博物館での公開
によって社会教育へと展開し、その成果は展示のほか書籍、ウェブ、連載記事等
を通して発信されている。模型をメインにした特徴ある建築教育コンテンツを策
定・実践し、その成果が長期にわたり持続的に共有されている事例として、本プ
ログラムをここに紹介する。
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空間デザイン実習

創作の実践

模型制作ゼミ

建築の探究

建築模型
コレクション
成果の蓄積

建築模型の制作を通したデザインの実践・探究・蓄積

1 授業 2 ゼミ 3展⽰

概要
活動：教養学部前期課程の主題科目

(対象：文科/理科の1・2年生)
目標：アイディアをカタチにする
内容：講義および模型制作（創作）
テーマ：次世代建築
期間：2006-現在

講義
Keys to Architecture (建築概論)
Design Basics (デザイン基礎)
Models of Thought (思考の模型)

制作
「次世代建築」をテーマに課題制作
縮尺1/50の模型、図面や趣旨説明
素材はスチレンボード等

発表
中間発表、個人別エスキース
最終発表、作品展示、ウェブ公開

概要
活動：学生有志と教員の自主的なゼミ
目標：建築を理解して模型化する
内容：建築研究と模型制作（表現）
テーマ：世界の建築
期間：2006-現在

調査
模型化する建築の検討と選定
図面等の資料収集と建築調査
進捗状況の発表と情報共有

制作
世界の建築の模型をゼミ学生が制作
縮尺は1/100を主に1/50や1/300も
スチレンボード、スタイロフォーム
3Dプリント模型

発表
総合研究博物館による収集と展示

概要
活動：大学博物館による学術資源化
目標：教育成果の蓄積と共有
内容：模型の収集保存と展示公開
テーマ：建築模型コレクション
期間：2006-現在

収集
総合研究博物館小石川分館で収集保存

展示
総合研究博物館(本館/分館)で展示公開
「UMUTオープンラボ‒‒建築模型の
博物都市」展 (2008-2009)

「建築博物誌／アーキテクトニカ」展
(2013-2020)
「空間博物学の新展開／UMUT
SPATIUM」展 (2021-2023)

連載
「思考の模型」(UP誌、2012-2015)

0B プログラムの全体構成
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建築模型の制作を通したデザインの実践・探究・蓄積1A 授業概要と講義内容
空間デザイン実習

講義内容

講義は以下の３つのパートから構成される。
Keys to Architecture（建築概論）535頁
Ⅰ 歴史：文明史観、西洋建築史、日本建築史
Ⅱ 定義：言葉の喚起（空間、時間、建築・・）
Ⅲ 建築家：建築家列伝（海外、日本）
Ⅳ 都市・居住：都市の様相、居住の形式
Ⅴ 形態・比例：かたちと力、比例と記譜
Ⅵ 環境・情報：外部への視座、映像と情報

Design Basics（デザイン基礎）130頁
Ⅰ デザイン基礎：デザイン、スケール、
身体・距離・寸法、空間構成、図面表現

Ⅱ デザイン・プロジェクト：デザイン事例
Ⅲ デザイン・プラクティス：透視図、模型

Models of Thoughts（思考の模型）50頁
模型から読み解く建築構成と設計思想

図１ 空間デザイン実習の講義スライドの抜粋：上９枚は建築概論、下3枚はデザイン基礎
図版出典：日本建築みどころ事典 (中川武編, 1990) 日本建築史図集(日本建築学会編, 1980) 図説 都市の世界史 4 (レオナルド・
ベネーヴォロ, 佐野/林訳, 1983) コンパクト建築設計資料集成 (日本建築学会編, 1994) 人間尺度論 (戸沼幸市, 1978)

授業概要

全学体験ゼミナール「空間デザイン実習」
は東京大学教養学部前期課程で2006年度
から開講している授業である。一般教養系
の主題科目として、専門課程に進む前の
1・2年生が選択して履修する。土曜日３
回の集中式の授業で、講義と課題制作から
なる。「アイディアをカタチにする」こと
を授業の目標としている。課題では各自が
考える「次世代建築」をデザインし、縮尺
1/50の模型を制作する。文系/理系に関わ
らず履修できる授業である。
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建築模型の制作を通したデザインの実践・探究・蓄積1B デザイン課題
空間デザイン実習

課題：テーマ「次世代建築」

・あなたが考える「次世代建築」をデザイ
ンし、その模型と図面および趣旨説明文
等を作成しなさい。
・建築物の用途機能、立地場所、外部形態、
空間構成、材料構法、動線計画は自由に
想定する。作品タイトルをつける。
・建築物の規模は、容積で300立方メート
ル以内とする。(面積ではなく容積)
[ 制作物 ]
・模型： 縮尺1/50の建築の外観/内観がわ
かる模型。地面に相当する台座をつける。
模型の現物を持参すること。
・課題発表シート： A4ヨコの判型で2頁
または3頁のPDF。見取り図（平面図、
断面図、立面図等、縮尺1/100）、透
視図またはアイソメトリック、模型写真、
構想趣旨説明文、作品タイトル、作者氏
名等を記載する。

2018
KOMOREBI書房
廻る家
ついの家
可能性のホール
みんなのカフェ
UT2030計画
登樓
Tree House
Sun Cylinder
光の学び舎
雲
四角い家
内と外
世界の森
窓のある円形劇場
螺旋シェアハウス
多生の縁側
曲
クリスタルハウス
2019
次世代の裁判所
図書館と美術館を統合した次世
代型知の集約施設
Free Curation Museum
水の別荘
不安定から感じる安らぎ
大学
外が内を通る家
階段型水族館
交差する家
宇宙の家
赤・黄・青・黒および窓のコン
ポジション
Clopen
フリーな家
新しい窓の提案
アジト
自由に暮らせる家族のワンルー
ム

３階層メゾネット
空間ののびちぢみ
2020
ゲートウェイ・スライダー
充実した中心
開かれたコミュニティ
壁
天空農園
めぐる家
農の力による、コロナ時代の
都市における新たなふれあい
歩く、つながる、建築
地を這う教会
祈りを考える
HEXA-MODULE
リモートオフィス
高齢者を若くする
滝見の別荘
TRIANGLE HOUSE
透月桜-自然と人工の交差
外の近い住宅
空山
Closed Openness
身体と境界
まじってねじれてからまって
プロムナード
繭の家
無題
Corridor House
2021
菜園付きコンパクト住宅
高層茶室
square tree-人工樹
KIZUNA Dormitory
Unstable times
Metallic Discs
安らぎの空間→ヨガ/瞑想/散策
キューブタワーの広場
箱家
ひとひねりある建築

都会の家
「つながる」住宅
動かし、つなぐ
自然と一体化する建築
天趣閣
質量との対峙
巣穴
探すから出逢うへ
自由な読書の希求
人と自然のシェアハウス
対極と融合
海博物館
循環と共有
立体公園
2022
風の展望台
自分らしさタワー
海祀(UMIMATSURI)
川辺のコインランドリー
つながるツリーハウス
森の灯台
豊かな空間
傾く美術館
巻きつく建築
錐瞑庵
GO
「生物的」な住居
四世帯のアパート
寄生建築
とうきょう いん びるでぃんぐ
私的な部分と公共部分が程よく
共存する新しい時代のオフィス
Minamo
ベイサイドステーション
やわらかい空間
雨を音楽する
ドーム＆ツリー

表１ 空間デザイン実習の課題：直近５年間の提出作品のタイトル一覧

図２ 授業風景（発表会終了後）
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建築模型の制作を通したデザインの実践・探究・蓄積1C 提出作品
空間デザイン実習

図３ 空間デザイン実習の課題：2006-2022年度の学生の提出作品より 6



建築模型の制作を通したデザインの実践・探究・蓄積1D 提出作品の傾向
空間デザイン実習

図４ 空間デザイン実習の課題：提出作品。左上より、
天の集合住宅(2010)、屋内に屋外を(2016)、変化のある空間(2017)、
赤・黄・青・黒および窓のコンポジション(2019)、祈りを考える(2020)、海博物館(2021)

提出作品にみる「次世代建築」

課題「次世代建築」の提出作品を見ると、
コンセプトにもフォルムにも多様性がある。
テーマに対する個々の問題意識や着眼点の
広がりを示している。一方そのなかで、提
案内容にはいくつかのデザインの傾向を見
出すことができる。

環境との応答：建築と自然環境の共存／対
峙のあり方に関する提案
関係の構築：自分と向き合い、他者とつな
がる場所の提案
形態の発見：建築のフォルムやコンポジ
ションの実験試行
空間の生成：従来の類型とは異なる空間の
発生とその時間的な推移に関する提案
文化の継承：文化/歴史を空間的な再解釈
によって革新し継承する提案
動態の創出：建築の動線や身体の運動や物
質の流動に関わる提案

コロナ禍は建築都市の未来像にも影響を与
えうる。既成のビルディングタイプを選び
取るのではなく、新しい空間やプログラム
の可能性を自ら切り拓こうとする案が少な
くない。自然環境との関係が切迫し、コロ
ナ禍で社会が変容するなかで、人間と空間
の関係を一から思考することが求められて
いる。「アイディアをカタチにする」とい
う当授業の目標が、次世代の新しいカタチ
の創造に結びつくことを期待している。
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建築模型の制作を通したデザインの実践・探究・蓄積2A 授業からゼミへ
模型制作ゼミ

図５(上) 模型を前にした模型制作ゼ
ミのメンバー（一部）

図６(左) 『UMUTオープンラボ――
建築模型の博物都市』展の展示会場内
の模型制作コーナー。ゼミのメンバー
が作業を行っている。

模型制作ゼミの始動と展開

2006年の授業を履修した学生2人から建築
模型を作る申し出があり、ル・コルビュジ
エのサヴォア邸の模型を制作することに
なった。学生らは図面資料や写真から空間
を読み込み、1/100の模型を組み立てて
いった。模型制作を通して建築への理解を
深めるというプロセスは、模型制作ゼミの
出発点となった。授業の履修者有志らが参
加するこの活動は、その後の総合研究博物
館による展示公開に結びつき、当プログラ
ムの原型が形成された。

2007年末から準備作業を本格化し、特別
展示『UMUTオープンラボ――建築模型の
博物都市』展が2008年7月26日から2009
年2月13日まで開催された。建築探究と模
型制作の現場をそのまま展示に持ち込むコ
ンセプトで、制作作業は展示期間中も行わ
れた。「授業、ゼミ、展示」の三つが連携
した活動は、その後も継続している。

模型制作ゼミには授業履修者を中心に建築
やデザインに関心のある学生が集まった。
現在までの参加者は72名となる。模型を
制作する建築については、素案リストを作
成した上で学生と協議して決定した。模型
の縮尺は1/100を標準とし、規模に応じて
1/50や1/300も含む。スチレンボードや
スタイロフォームによる手製の模型で、近
年は3Dプリンタによる模型も増えている。

8



建築模型の制作を通したデザインの実践・探究・蓄積2B ゼミから展示へ
模型制作ゼミ

図７ 模型制作ゼミで作られた建築模型の一部。（一部にプロモデラーの作品を含む）。
『UMUTオープンラボ――建築模型の博物都市』展で展示され、総合研究博物館に収蔵された。 9



建築模型の制作を通したデザインの実践・探究・蓄積2C 模型による建築探究
模型制作ゼミ

図８
落水荘の模型

ゼミにおける建築の探究

模型制作にあたっては、対象の建築につい
ての情報収集が不可欠である。学生にとっ
て模型制作は、建築や設計者に対する理解
を深める調査研究の機会となっている。建
築の探究を通して、自らその建築の再構築
を行う教育的なプロセスといってもよい。
ここでは２つの事例を紹介したい。

落水荘はフランク・ロイド・ライトの設計
により1939年に竣工した。森の渓流に面
したこの住宅の特性は、場所の固有性に深
く結びついている。模型制作者の今枝秀二
郞氏は、数々の資料から建築の構成を細部
に至るまで把握し、縮約模型として表現す
る手法を実験試行の末にあみ出した。地形
と岩は粘土で表面を整え、石積壁は切欠き
入りの厚紙を貼り重ね、照明は光ファイ
バーと麦球を配線した。今枝氏による調査
と制作の記録が冊子として残された。

浄土寺浄土堂は俊乗坊重源によって1195
年に播磨に建てられた。大仏様の限られた
遺構として知られており「構造の浄土」と
でも言うべき力強い内部空間を擁している。
模型制作者の平山貴大氏は、この建築の特
性を表現するために、屋根や壁を省いた木
製の軸組模型として作ることを選択した。
国宝の解体修理報告書を傍に置き、浄土堂
の架構の仕組みを理解し、膨大な数となる
部材を自分で切り出して組み上げた。

図９
浄土寺浄土堂の模型
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建築模型の制作を通したデザインの実践・探究・蓄積3A 成果の蓄積
建築模型コレクション

建築模型リスト 

記号 建物名 設計者名 建物種別 所在地 完成年 縮尺 模型制作者名 模型制作年

ミュージアム建築
M001 アルテス・ムゼウム カール・フリードリッヒ・シンケル／ 博物館／ ベルリン／ 1828／ 1/300／ 鈴木岳彦／ 2008

M002 神奈川県立近代美術館 坂倉準三／ 美術館／ 神奈川／ 1951／ 1/300／ 兼子貴憲＋牧田悠依／ 2008

M003 ルイジアナ近代美術館 ヨーエン・ボー＋ヴィルヘルム・ヴォリャート／ 美術館／ ハムルベック（デンマーク）／1958／ 1/300／ 坂井禎介 2008

M004 パリ万国博覧会ソビエト館 コンスタンチン・メリニコフ／ 展示施設／ パリ／ 1925／ 1/100／ 楊光耀／ 2015

M005 国立西洋美術館 ル・コルビュジェ／ 美術館／ 東京／ 1959／ 1/300／ 鈴木岳彦＋住友恵理／ 2008

M006 ソロモン・R・グッゲンハイム美術館 フランク・ロイド・ライト／ 美術館／ ニューヨーク／ 1959／ 1/300／ 鈴木岳彦＋住友恵理／ 2008

M007 碌山美術館／ 今井兼次 ／ 美術館／ 長野／ 1959／ 1/100／ 横山由佳／ 2015

M008 ニュー・ナショナル・ギャラリー　 ルードウィッヒ・ミース・ファン・デル・ローエ／ 美術館／ ベルリン／ 1968／ 1/300／ 鈴木岳彦／ 2008

M009 キンベル美術館 ルイス・カーン／ 美術館／ フォートワース／ 1972／ 1/300／ 河合美緒＋李美奈／ 2008

M010 オルボーの美術館 アルヴァー・アアルト／ 美術館／ オルボー（デンマーク）／ 1972／ 1/300／ 唐沢博英／ 2008

M011 ヘドマルク博物館 スヴェレ・フェーン／ 博物館／ ハマール（ノルウェイ）／ 1973／ 1/125／ 今枝秀二郞＋平山貴大／2013

M012 イェール大学イギリス美術研究センター　 ルイス・カーン／ 美術館／ ニューヘヴン／ 1974／ 1/300／ 汪哲／ 2008

M013 群馬県立近代美術館　 磯崎新／ 美術館／ 群馬／ 1974／ 1/300／ 阿部貴日呼／ 2008

M014 岩崎美術館・工芸館 槇文彦／ 美術館／ 鹿児島／ 1979,1987／1/300／ 滝上愛／ 2008

M015 土門拳記念館 谷口吉生／ 美術館／ 山形／ 1983／ 1/300／ 住友恵理／ 2008

M016 ロサンゼルス現代美術館 磯崎新／ 美術館／ ロサンゼルス／ 1986／ 1/300／ 横塚和則／ 2008

M017 ヘドマルク博物館／ セヴェレ・フェーン／ 博物館／ ハマール（ノルウェイ）／ 1968／ 1/125／ 今枝秀二郞＋平山貴大／2013

M018 八代市立博物館　未来の森ミュージアム 伊東豊雄／ 博物館／ 熊本／ 1/300／ 横塚和則／ 2008

M019 ゲーツ・ギャラリー ジャック・ヘルツォーク＆ピエール・ド・ムーロン／美術館／ ミュンヘン／ 1992／ 1/300／ 毛井意子／ 2008

M020 クンストハル レム・コールハース／ 美術館／ ロッテルダム／ 1992／ 1/300／ 伊藤雄太／ 2008

M021 近つ飛鳥博物館 安藤忠雄／ 博物館／ 大阪／ 1994／ 1/300／ 阿部貴日呼／ 2008

M022 カルティエ財団現代美術館 ジャン・ヌーヴェル／ 美術館／ パリ／ 1994／ 1/300／ 坂井禎介／ 2008

M023 豊田市美術館 谷口吉生／ 美術館／ 愛知／ 1995／ 1/300／ 高島未季／ 2008

M024 植田正治写真美術館 高松伸／ 美術館／ 鳥取／ 1995／ 1/300／ 前川綾音／ 2008

M025 DOMUS 磯崎新／ 博物館／ ア・コルーニャ 1995／ 1/300／ 横塚和則／ 2008

M026 バイエラー・ファンデーション レンツォ・ピアノ／ 美術館／ バーゼル／ 1997／ 1/300／ 河合美緒／ 2008

M027 ビルバオ・グッゲンハイム美術館 フランク・ゲーリー／ 美術館／ ビルバオ／ 1997／ 1/300／ 横塚和則／ 2008

M028 ブレゲンツ美術館 ピーター・ズントー／ 美術館／ ブレゲンツ／ 1997／ 1/300／ 鈴木岳彦／ 2008

M029 潟博物館 青木淳／ 博物館／ 新潟／ 1997／ 1/300／ 住友恵理／ 2008

M030 ヘルシンキ現代美術館 スティーヴン・ホール／ 美術館／ ヘルシンキ／ 1998／ 1/300／ 住友恵理／ 2008

M031 ベルリン・ユダヤ博物館 ダニエル・リベスキンド／ 博物館／ ベルリン／ 1998／ 1/300／ 鈴木岳彦＋住友恵理／ 2008

M032 東京国立博物館法隆寺宝物館 谷口吉生／ 博物館／ 東京／ 1999／ 1/300／ 前川綾音／ 2008

M033 那珂川町馬頭広重美術館 隈研吾／ 美術館／ 栃木／ 2000／ 1/300／ 住友恵理／ 2008

M034 テート・モダン／ ヘルツォーク&ド・ムーロン、ジャイルズ・ギルバート・スコット／美術館／ ロンドン／ 2000, 1963／1/300／ 二上和也／ 2017

M035 サーペンタイン・ギャラリー・パビリオン　2002 伊東豊雄／ ギャラリー／ ロンドン／ 2002／ 1/300／ 伊藤雄太／ 2008

M036 金沢21世紀美術館 妹島和世＋西澤立衛／ 美術館／ 金沢／ 2004／ 1/300／ 鈴木崇之＋前川綾音／ 2008

M037 富弘美術館 ヨコミゾマコト／ 美術館／ 群馬／ 2005／ 1/300／ 坂井禎介／ 2008

M038 横須賀美術館 山本理顕／ 美術館／ 神奈川／ 2007／ 1/300／ 住友恵理／ 2008

M039 21_21 DESIGN SITE 安藤忠雄／ 美術館／ 東京／ 2007／ 1/300／ 鈴木岳彦／ 2008

一般建築
A001 ハギア・ソフィア アンテミオス＋イシドロス／ 教会・モスク・博物館／イスタンブル／ 537／ 1/300／ 横塚和則／ 2008

A002 榮山寺八角堂 ／ 寺院／ 奈良／ 764／ 1/100／ 宮本隆子／ 2013

A003 浄土寺浄土堂 俊乗坊重源／ 寺院／ 兵庫／ 1195／ 1/50／ 平山貴大／ 2013

A004 サンタンドレア教会 レオン・バッティスタ・アルベルティ／ 　　教会／ マントヴァ／ 1476／ 1/100／ 楊光耀／ 2013

A005 ヴィラ・ロトンダ アンドレア・パラーディオ／ 住宅／ ヴィチェンツァ／ 1567起工／1/100／ 住友恵理／ 2008

A006 四合院住居 ／ 住宅／ 北京／ ／ 1/300／ 藤井望佐／ 2008

A007 窰洞（ヤオトン） ／ 住宅／ 黄土高原（中国）／ ／ 1/100／ 孫ケイエイ／ 2013

A008 閑谷学校講堂 ／ 学校教育施設／岡山／ 1701／ 1/100／ 宮本隆子／ 2013

A009 河川管理人の家 クロード・ニコラ・ルドゥ／ 住宅／ プロジェクト／ 1780／ 1/100／ 阿部貴日呼／ 2013

A010 サント・ジュヌヴィエーヴ図書館 アンリ・ラブルースト／ 　図書館／ パリ／ 1850／ 1/100／ 山口礼／ 2013

A011 ヒルハウス チャールズ・レニー・マッキントッシュ／ 住宅／ へリンズバラ（英国）／ 1904／ 1/100／ 北村真実／ 2013

A012 カサ・ミラ アントニ・ガウディ／ 住宅／ バルセロナ／ 1907／ 1/300／ 阿部貴日呼／ 2008

A013 ユニティ教会 フランク・ロイド・ライト／ 教会／ オークパーク／ 1908／ 1/100／ 毛井章子＋藤井望佐／ 2008

A014 ロビー邸 フランク・ロイド・ライト／ 住宅／ シカゴ／ 1910／ 1/100／ 阿部貴日呼／ 2008

A015 ランシーの教会堂／ オーギュスト・ペレ／ 教会／ パリ／ 1912-1913／1/100／ 阿部貴日呼／ 2013

A016 スネルマン邸 エリック・グンナール・アスプルンド／ 住宅／ ストックホルム／ 1918／ 1/100／ 阿部貴日呼／ 2013

A017 シンドラー＝チェイス邸 ルドルフ・シンドラー／ 住宅／ ロサンゼルス／ 1922／ 1/100／ 深澤由梨／ 2008

A018 ランシーの教会堂 オーギュスト・ペレ／ 教会／ パリ／ 1923／ 1/300／ 阿部貴日呼／ 2013

A019 シュレーダー邸 ヘリット・リートフェルト／ 住宅／ ユトレヒト／ 1924／ 1/50／ 大岡亮輔／ 2008

A020 ストックホルム市立図書館 グンナー・アスプルンド／ 図書館／ ストックホルム／ 1927／ 1/300／ 藤井望佐／ 2008

A021 スタイン邸（ガルシュの家） ル・コルビュジェ／　 住宅／ パリ／ 1927／ 1/100／ 阿部貴日呼／ 2013

A022 ストンボロー邸 ルードウィヒ・ウィトゲンシュタイン／ 住宅／ ウィーン／ 1928／ 1/50／ 藤井望佐／ 2008

A023 バルセロナ・パビリオン ルードウィッヒ・ミース・ファン・デル・ローエ／ パビリオン／バルセロナ／ 1929／ 1/100／ 伊藤雄太／ 2008

A024 メルニコフ自邸 コンスタンティン・メルニコフ／ 住宅／ モスクワ／ 1929／ 1/50／ 中島慶悟／　 2008

A025 トウーゲンハット邸 ルードウィッヒ・ミース・ファン・デル・ローエ／ 住宅／ ブルノ（チェコ）／ 1930／ 1/100／ 阿部貴日呼／ 2013

A026 サヴォア邸 ル・コルビュジェ／ 住宅／ ポワッシー／ 1931／ 1/100／ 住友恵理＋前川綾音／ 2008

A027 落水荘 フランク・ロイド・ライト／ 住宅／ ペンシルバニア州（米国）／1936／ 1/100／ 今枝秀二郞／ 2012

A028 カサ・デル・ファッショ ジュゼッペ・テラーニ／ 事務所／ コモ／ 1936／ 1/300／ 毛井意子／ 2008

A029 マイレア邸 アルヴァー・アアルト／ 住宅／ ノーマルク（フィンランド）／1939／ 1/100／ 稲垣祐／ 2008

A030 前川國男自邸 前川國男／ 住宅／ 東京／ 1942／ 1/50／ 滝上愛／ 2008

A031 イームズ邸 チャールズ＆レイ・イームズ／ 住宅／ ロサンゼルス／ 1949／ 1/100／ 伊藤雄太／ 2008

A032 ファンズワース邸 ルードウィッヒ・ミース・ファン・デル・ローエ／ 住宅／ イリノイ州（米国）／ 1951／ 1/100／ 徳平京／ 2012

A033 増沢洵自邸 増沢洵／ 住宅／ 東京／ 1952／ 1/50／ 阿部貴日呼／ 2008

A034 斉藤助教授の家 清家清／ 住宅／ 東京／ 1953／ 1/50／ 稲垣祐／ 2008

A035 丹下健三自邸 丹下健三／ 住宅／ 東京／ 1953／ 1/50／ 毛井意子／ 2008

A036 広島平和記念資料館 丹下健三／ 資料館／ 広島／ 1955／ 1/300／ 稲垣祐／ 2008

A037 太陽の都／ イワン・レオニドフ／ 都市／ プロジェクト／ 1957-1958／N/A ／ 楊光耀／ 2015

A038 スカイハウス 菊竹清訓／ 住宅／ 東京／ 1958／ 1/50／ 秋山貴都／ 2008

A039 フィッシャー邸 ルイス・カーン／ 住宅／ ペンシルバニア州（米国）／1960／ 1/100／ 何瑶／ 2013

A040 マイラム邸 ポール・ルドルフ／ 住宅／ フロリダ州（米国）／ 1961／ 1/100／ 坂井禎介／ 2008

A041 バングラデッシュ国会議事堂／ ルイス・カーン／ 議事堂 ダッカ（バングラデッシュ）／1962-1974／1/500／ 谷繁玲央／ 2015

A042 軽井沢の家 吉村順三／ 住宅／ 長野／ 1962／ 1/50／ 栗生えりな／ 2008

A043 イェール大学バイネッキ貴重書・手稿図書館 ゴードン・バンシャフト(SOM) ／ 図書館／ ニューヘブン（米国）／ 1963／ 1/100／ 内倉悠／ 2015

A044 東京カテドラル聖マリア大聖堂 丹下健三／ 教会／ 東京／ 1964／ 1/300／ 住友恵理／ 2008

A045 塔の家 東孝光／ 住宅／ 東京／ 1966／ 1/100／ 黒木彩香／ 2013

A046 大分県立大分図書館／ 磯崎新／ 図書館／ 大分／ 1966／ 1/100／ 楊光耀／ 2015

A047 住宅第二号 ピーター・アイゼンマン／ 住宅／ バーモント州（米国）／ 1969／ 1/100／ 阿部貴日呼／ 2013

A048 同相の谷 篠原一男／ 住宅／ 東京／ 1971／ 1/50／ 三上美都／ 2008

A049 スナイダーマン邸 マイケル・グレーヴス／ 住宅／ インディアナ州（米国）／ 1972／ 1/100／ 阿部貴日呼／ 2013

A050 ダグラス邸／ リチャード・マイヤー／ 住宅／ ミシガン州（米国）／ 1973／ 1/100／ 西田静／ 2017

A051 リーヴァ・サン・ヴィターレの住宅 マリオ・ボッタ／ 住宅／ ティッチーノ州（スイス）／ 1973／ 1/100／ 清水信宏／ 2008

A052 原邸／ 原広司 ／ 住宅／ 東京／ 1974／ 1/100／ 二上和也／ 2015

建築模型コレクションの概要

プログラムの流れを再整理する。授業「空
間デザイン実習」では、建築模型を通して
「次世代建築」の創作を行なった。授業に
参加した学生有志による「模型制作ゼミ」
では、建築への探究を深めつつ世界の有名
建築の模型化に取り組んだ。その成果を蓄
積して「建築模型コレクション」を形成し、
東京大学総合研究博物館で展示が行われた。
現在までに制作された建築模型は166点に
及び、その内訳は以下の通りである。

ミュージアム建築：39点（縮尺1:300)
一般建築：75点（1:50, 1:100, 1:300）
空間標本：14点（1:100）
20世紀の建築：36点（3D, 1:00, 1:300)
アーキテクトニカ・コレクション：2点

図１０ 空間標本（法政大学＋東京大学）

表２ 建築模型コレクションのリスト（一部）
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建築模型の制作を通したデザインの実践・探究・蓄積3B 展示公開と収集保存（１）
建築模型コレクション

総合研究博物館における活動

模型制作ゼミで作られた建築模型は、東京
大学総合研究博物館で収集保存および展示
公開されてきた。これまでに3回の展示を
行なってきた。最初の展示は2008～
2009年に本郷本館で開催された特別展示
『UMUTオープンラボ‒-建築模型の博物
都市』である。前述の通り、展示室のなか
で学生による模型制作が継続して行われた。
その後、小石川分館を建築ミュージアムに
展示替えすることになり、建築模型は小石
川分館に移管された。2013年末より常設
展示『建築博物誌／アーキテクトニカ』が
公開された。小石川分館は耐震問題への対
応のため臨時休館中である。2020年11月
には建築模型の一部を本郷本館に移動して、
新しい特別展示を開催することになった。

図１２ 常設展示『建築博物誌／アーキテクトニカ』
（東京大学総合研究博物館小石川分館、2013/12/13-）

図１1 特別展示『UMUTオープンラボ‒-建築模型の博物都市』
（東京大学総合研究博物館本郷本館、2008/7/16‒2009/2/13）

図１３ 東京大学総合研究博物館小石川分館
（建築ミュージアム、臨時休館中） 12



建築模型の制作を通したデザインの実践・探究・蓄積3C 展示公開と収集保存（２）
建築模型コレクション

総合研究博物館における活動

2008年の建築模型の博物都市展、2013
年のアーキテクトニカ展に続き、2021年
11月から本郷本館で特別展示『空間博物
学の新展開／UMUT SPATIUM』が始まっ
た。臨時休館中の小石川分館のコンテンツ
に加えて、3Dプリントによる新しい模型
「20世紀の建築」2点（模型総数36点）
を展示した。学生が3Dモデリングした
データを、株式会社クリモトの協力を得て
出力した大型模型である。展示中の模型は、
引き続き総合研究博物館で保存される。
模型制作ゼミの活動も継続しており、新規
メンバーを迎えて制作候補の選定が進んで
いる。「授業→ゼミ→展示」の活動は、現
在も継続して行われている。

図１６ ２０世紀の建築（公共建築編、3Dプリント模型）

図１４ 特別展示『空間博物学の新展開／UMUT SPATIUM』
（東京大学総合研究博物館本郷本館、2021/11/11‒2023/2/3）

図１７ ２０世紀の建築（住宅建築編、3Dプリント模型）図１５ 建築の記憶
（3Dプリント模型） 13



建築模型の制作を通したデザインの実践・探究・蓄積4 関連情報

建築模型の制作を通したデザインの実践・探究・蓄積

企画・構成・指導・展示
松本文夫（東京大学総合研究博物館特任教授）
協力
東京大学総合研究博物館
西野嘉章（元館長、名誉教授）、諏訪元（元館長・特別教授）、西秋良宏（館長・教授）、
遠藤秀紀（教授）、鶴見英成（元助教・現放送大学准教授）、永井慧彦（元特任研究員）
模型制作 東京大学模型制作ゼミ（2006-2022）
小林友喜、山口湧太、田﨑祥、伊室武、阿部公平、奥田涼花、冨田玲子、田上愛、塚本優花、三室志帆、
木島凪沙、黄夢甜、松田道樹、寒川湧太、金子照由、西村若奈、山口礼、今枝秀二郞、平山貴大、
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二上和也、高原柚、井関瑞生、平賀美沙、向後美穂、森健祐、吉岡七海、西田静、坂口杏、二宮優子、
松原浩平、今田翔子、塚原遊尋、千葉拓、有田啓悟、浦田泰河、齋藤悠宇、黒木彩香、北村真実、
徳平京、前川智哉、藤堂真也、秋山貴都、伊藤雄太、稲垣拓、汪哲、河合美緒、毛井意子、古地有希、
坂井禎介、鈴木崇之、鈴木岳彦、住友恵理、藤井望佐、前川綾音、牧田悠依、一万田知宏、井上真吾、
栗生えりな、佐藤研吾、吉里光晴、中島慶吾、松本純一、山岡馨
モデラー
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